
（８）�広報� No.676　平成19年3月10日�（７）� No.676　平成19年3月10日�広報�

■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

ゆずってください�

ゆずります�

市松人形・キーボード（各
１万円）、子供用屋外遊
具（すべり台・鉄棒・砂
場各１，０００円）�
※問題が生じた時は、当事
者間で解決していただき、
市は責任を負いかねます。�

■申■問商工振興課�
�○内３３６�

学習机（木製・５，０００円）、
ひな人形（七段飾り・
無料）、ベビーダンス（５，
０００円）�

�

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴�

　
平
成
１９
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
２
月
２８
日
�
か
ら
３
月
２０
日
�
ま
で
開

会
し
て
い
ま
す
。�

一
般
質
問
日
＝
３
月
１４
日
�
・
１６
日
�
・

１９
日
��

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と�

■定
各
日
４２
人
（
先
着
順
）�

■問
議
事
調
査
課
�
○内
２
７
７�

�

配
水
ポ
ン
プ
取
り
替
え
工
事�

　
中
央
浄
水
場
で
配
水
ポ
ン
プ
の
取
り
替

え
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
に
は
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
す
が
、
水
圧
の
低
下
や
水

の
濁
り
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

■日
●
３
月
２２
日
�
　
午
後
１１
時
〜
２３
日
�

　
午
前
４
時
　
●
３
月
２８
日
�
　
午
後
１１

時
〜
２９
日
�
　
午
前
４
時�

■問
水
道
部
施
設
課
�
９９６
・
１
４
８
６�

�

交
通
死
亡
事
故
多
発�

　
八
潮
市
で
は
、
平
成
１６
年
以
来
、
毎
年

５
人
か
ら
６
人
の
方
が
交
通
事
故
で
死
亡

し
て
お
り
、
多
発
が
続
い
て
お
り
ま
す
。�

　
今
年
も
、
既
に
２
月
４
日
に
１
人
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。�

　
平
成
１６
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
死
者
数
は

計
１６
人
に
上
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
１３

人
の
方
が
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
二

輪
車
に
乗
っ
て
い
る
時
の
事
故
で
あ
る
の

が
特
徴
で
す
。�

　
二
輪
車
で
の
事
故
は
、
直
接
身
体
へ
の

損
傷
に
結
び
つ
き
ま
す
の
で
、
大
変
危
険

で
す
。�

　
車
ま
た
は
二
輪
車
を
運
転
す
る
方
は
、

交
差
点
な
ど
で
の
徐
行
や
一
時
停
止
、
夜

間
点
灯
な
ど
、
お
互
い
に
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。�

■問
交
通
防
災
課
�
○内
３
０
８�

�

資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ�

①
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧�

　
平
成
１９
年
度
、
市
内
に
固
定
資
産
を
お

持
ち
の
方
は
、
本
人
の
課
税
台
帳
を
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
期
間
中
は
、
課
税

台
帳
の
写
し
を
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。�

②
固
定
資
産
税
の
価
格
等
の
縦
覧�

　
平
成
１９
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家

屋
）
の
納
税
者
の
方
は
、
本
人
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
と
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
次
の

帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地
番
・

地
目
・
地
積
・
価
格
）�

▽
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋

番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）�

―
①
②
共
通
―�

期
間
　
４
月
２
日
�
〜
５
月
３１
日
�
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）�

閲
覧
・
縦
覧
場
所
　･

市
役
所
資
産
税
課

（
庁
舎
１
階
⑮
番
窓
口
）･

駅
前
出
張
所

（
閲
覧
の
み
）�

閲
覧
・
縦
覧
時
間
　
・
市
役
所
資
産
税
課

＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
・
駅

前
出
張
所
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

（
閲
覧
の
み
）�

■問
資
産
税
課
�
○内
２
０
５�

　�一
人
暮
ら
し
の
６５
歳
以
上
の
方
へ�

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
民

生
委
員
、
近
隣
住
民
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
な
ど
が
温
か
く
見
守
り
支
え
あ
う

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
見
守
り
活
動
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地

域
の
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
登
録
を
行
う
と
、災
害
時
・
緊

急
時
の
安
否
確
認
や
非
難
活
動
等
の
支
援

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。�

※
個
人
情
報
は
目
的
以
外
に
は
利
用
し
ま

せ
ん
。�

■対
市
内
在
住
で
、
６５
歳
以
上
の
単
身
者�

■問
社
会
福
祉
協
議
会
�
９９５･

３
６
３
６
、

社
会
福
祉
課
�
○内
３
１
６�

�

越
谷
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ�

①
越
谷
保
健
所
草
加
分
室
の
業
務
に
つ
い

て�　
旧
草
加
保
健
所
は
、
平
成
１８
年
４
月
１

日
か
ら
、
保
健
所
再
編
に
伴
い
、
越
谷
保

健
所
草
加
分
室
と
な
り
、
次
の
業
務
の
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

●
公
費
負
担
医
療
費
の
申
請
（
新
規
お
よ

び
継
続
）
の
受
理
＝
未
熟
児
養
育
医
療
、

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）、
結
核
児

童
養
育
給
付
、
特
定
疾
患
医
療
、
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
、
被
爆
者
医
療
、
不
妊

治
療
費
助
成�

●
難
病
相
談
お
よ
び
健
康
相
談�

　
こ
れ
以
外
の
保
健
所
業
務
に
つ
い
て
は
、

越
谷
保
健
所
本
所
（
越
谷
市
越
ケ
谷
４
│

２
│
２６
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。�

②
犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ�

　
鳴
き
声
、
フ
ン
の
放
置
等
、
犬
が
原
因

の
苦
情
が
保
健
所
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
や
周
囲
の
方
に
迷
惑
を
か
け

ず
、
楽
し
く
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
も
、

し
つ
け
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
も
あ

な
た
の
家
族
で
す
。�

●
充
分
な
散
歩
を
し
て
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る�

●
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る�

●
む
や
み
に
繁
殖
を
さ
せ
な
い�

●
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
う�

　
以
上
の
点
を
守
り
、
ペ
ッ
ト
と
の
楽
し

い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。�

―
①
②
共
通
―�

■問
越
谷
保
健
所
�
９６４
・
１
２
６
６�

�

３
月
は
労
働
相
談
強
化
月
間
で
す�

　
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、
賃
金
や

労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
採
用
や
退

職
、
解
雇
、
労
務
管
理
の
改
善
な
ど
、
勤

労
者
と
経
営
者
の
労
働
に
関
す
る
悩
み
や

疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。�

■日
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
３
月
中
の
火
・
木
曜
日
は
、
午
後
８
時

ま
で
電
話
に
よ
る
夜
間
労
働
相
談
を
実
施�

■費
無
料�

■問
県
東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
�
０４８
・
７３７

・
２
１
３
６�

�

不
動
産
無
料
相
談�

　
�
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
員
に

よ
る
、
土
地
や
建
物
に
関
す
る
無
料
相
談

会
が
４
月
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。�

■日
毎
月
第
２
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

（
８
月
・
１
月
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）�

■場
市
役
所
駅
前
出
張
所
内
相
談
室�

■問
�
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
埼
玉

東
支
部
�
９３２
・
６
７
６
７
、
都
市
デ
ザ
イ

ン
課
�
○内
２
７
２�

������

４
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級�

■日
４
月
２２
日
�
　
午
後
１
時
〜
４
時�

■場
保
健
セ
ン
タ
ー�

■対
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫�

■持
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具�

■費
無
料�

■申
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
９９５
・
３
３

８
１
）
へ�

�

中
川
や
し
お
花
桃
ま
つ
り�

　
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

３
月
１０
日
か
ら
４
月
１
日
ご
ろ
ま
で
、
赤

や
ピ
ン
ク
の
花
桃
が
咲
き
、
黄
色
い
菜
の

花
が
彩
り
を
添
え
ま
す
。
期
間
中
に
は
、

次
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

★
花
桃
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト�

■日
３
月
２５
日
�
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

■場
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク�

■内
物
産
模
擬
店
、
特
産
品
・
推
奨
品
Ｐ
Ｒ
、

写
真
撮
影
会
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
な
ど�

★
花
桃
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ�

■日
３
月
２５
日
�
　
午
前
９
時
出
発�

■内
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
約
２
時
間
の
行

程
（
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
↓
中

川
河
川
敷
↓
八
条
親
水
公
園
↓
楽
習
館
↓

中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）�

■定
６
０
０
人
（
申
込
順
）�

■持
歩
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
な
ど�

■申
電
話
で
市
観
光
協
会
（
市
商
工
会
内
�

９９６
・
１
９
２
６
）
へ
※
受
付
＝
土
・
日
曜

日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

�

ふ
れ
あ
い
療
育
講
演
会
「
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
の
発
達
〜
豊
か
な
こ
こ
ろ
の
成
長
」�

■日
３
月
２４
日
�
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
４５
分�

■場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
や
す
ら

ぎ
）�

■内
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
と
、
発
達
の

気
掛
か
り
・
育
て
に
く
さ
と
い
う
視
点
よ

り
、
そ
の
成
長
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
配
慮

と
工
夫
に
つ
い
て
の
話
※
講
師
＝
加
藤
優

子
さ
ん
（
心
身
障
害
児
総
合
医
療
療
育
セ

ン
タ
ー
臨
床
心
理
士
）�

■定
５０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■申
■問
障
害
福
祉
課
�
○内
４
２
８
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
も
に
ス
テ
ッ
プ
�
９４４
・
６
６
７
２�

�

精
神
保
健
福
祉
講
座�

「
精
神
障
害
の
理
解
と
家
族
支
援
」�

■日
３
月
２４
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時�

■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
４�

■対
市
内
在
住
、
ま
た
は
近
隣
市
町
村
に
在

住
し
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方�

■内
※
講
師
＝
大
竹
智
英
さ
ん
（
精
神
保
健

福
祉
士
）�

■定
４０
人�

■費
無
料�

■申
■問
精
神
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
け
ぼ
の
�
９９８
・
０
８
５
２�

（
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）�

�

普
通
救
命
講
習
会�

■日
４
月
７
日
、
６
月
２
日
（
各
土
曜
日
）�

午
前
９
時
〜
正
午�

■場
市
消
防
署
会
議
室�

■対
中
学
生
以
上�

■内
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
﹇
自
動
体
外
式
除
細
動
器
﹈

の
取
り
扱
い
、
止
血
法
）
※
講
習
を
終
了

し
た
方
に
は
修
了
書
を
発
行
し
ま
す
。�

■定
各
回
２０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■申
各
回
と
も
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
市
消
防
署
（
�
９９８

・
０
１
１
９
）
へ�

����������

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室
開
放�

■日
５
月
〜
平
成
２０
年
３
月
の
第
２
・
第
４

土
曜
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分�

■場
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室�

■対
市
内
の
小
・
中
学
生
（
低
学
年
の
児
童

は
要
保
護
者
同
伴
）
※
個
人
の
使
用
に
限

る
。�

■内
小
・
中
学
生
ご
と
に
使
用
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓
球
な
ど
好
き

な
種
目
を
行
え
ま
す
。�

■持
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
行
う
種
目
の
用
具

■費
無
料�

■問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�
９９６
・
５
１

２
６�

�

文
化
協
会
事
業�

①
第
９
回
八
潮
市
華
道
展�

■日
３
月
２４
日
�
・
２５
日
�
　
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室�

■費
無
料�

■問
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

�
９９５
・
６
２
１
６�

②
民
謡
講
座
〜
民
謡
を
唄
お
う
〜�

　
初
め
て
民
謡
を
唄
う
方
に
も
、
楽
し
く

分
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。�

■日
３
月
２８
日
〜
４
月
１８
日
（
毎
週
水
曜
日
・

全
４
回
）
午
後
２
時
〜
４
時�

■場
八
幡
公
民
館
第
１
会
議
室�

■内
第
１
回
＝
花
笠
音
頭
の
解
説
と
唄
・
全

員
合
唱
、
第
２
回
＝
全
員
合
唱
と
３
人
合

唱
・
日
向
木
挽
唄
の
解
説
と
唄
、
第
３
回

＝
全
員
合
唱
と
３
人
合
唱
・
個
人
指
導
、

第
４
回
＝
個
人
指
導
※
講
師
＝
八
潮
秀
声

会
・
深
井
国
行
さ
ん
ほ
か�

■定
２０
人
（
申
込
順
）�

③
文
化
振
興
講
演
会
「
歌
舞
伎
に
親
し
む
」�

■日
３
月
３１
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室�

■内
講
師
＝
市
川
笑
三
郎
さ
ん
（
歌
舞
伎
俳

優
）�

■定
１
４
０
人
（
申
込
順
）�

―
②
③
共
通
―�

■対
市
内
在
住･

在
勤
・
在
学
の
方�

■費
無
料�

■申
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
文
化
協
会
事
務

局
（
八
幡
公
民
館
内
�
９９５
・
６
２
１
６
※

受
付
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
）
へ�

�

初
歩
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会�

「
パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」�

■日
①
３
月
１９
日
�
・
２０
日
�
②
３
月
２２
日

�
・
２３
日
�
（
各
回
全
２
回
）
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分�

■場
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

■対
市
内
在
住
で
６０
歳
代
前
半
の
方�

■持
筆
記
用
具�

■定
各
回
４
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■申
３
月
１６
日
ま
で
に
、
電
話
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
�
９９５
・
５
８
１
７
※
受

付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ�

�

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業�

革
工
芸
教
室�

■日
４
月
１２
日
〜
５
月
１７
日
（
全
５
回
・
５

月
３
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）
午
前
１０
時

〜
正
午�

■場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
日
常
生
活
訓
練
室�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
方�

■持
い
ら
な
い
布
（
４
〜
５
枚
）、
新
聞
紙�

■定
１０
人
（
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

証
の
交
付
を
受
け
た
方
を
優
先
、
そ
の
他

の
身
体
障
害
者
の
方
は
申
込
順
）
※
参
加

者
が
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止�

■費
材
料
費
＝
実
費
（
初
回
徴
収
）
※
欠
席

し
て
も
材
料
費
の
返
金
は
な
し�

■申
４
月
３
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
社
会
福
祉
協
議
会
（
�
９９５
・
３
６
３
６
）

へ�

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
（
八
潮
メ
セ
ナ
児

童
合
唱
団
）
５
周
年
記
念
発
表
会�

　
思
わ
ず
体
が
動
い
て
し
ま
う
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
曲
を
歌
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。�

■日
３
月
１７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
開
演�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
　
■内
子
ど
も
の
た

め
の
合
唱
組
曲
「
チ
コ
タ
ン
」、
サ
ウ
ン

ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
よ
り
、
テ
ー

マ
ソ
ン
グ「
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
」ほ
か�

■費
無
料
　
■問
竹
花
�
９９６
・
２
７
８
０�

�

暮
ら
し
の
法
律
無
料
相
談
会�

■日
３
月
１８
日
�
　
午
前
１０
時
〜
正
午�

■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ロ
ビ
ー
・
資
料
室

■内
各
種
許
認
可
申
請
、
契
約
書
、
遺
言
、

外
国
人
等
に
関
す
る
相
談
、
不
動
産
取
引

全
般
に
関
す
る
相
談
※
相
談
員
＝
行
政
書

士
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
　
■費
無
料
　
■問

埼
玉
県
行
政
書
士
会
草
加
支
部
・
香
野
�

９１１
・
７
２
３
５�

�

パ
ド
ル
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
（
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
）

会
員
募
集�

　
楽
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
カ

ヌ
ー
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
女
性

も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。�

■日
毎
月
２
回
土
曜
日
　
■場
茨
城
県
那
珂
川

ほ
か
　
■費
実
費
（
２
０
０
０
円
位
）
　
■問

小
幡
�
０８０
・
５
０
４
７
・
１
８
４
６�

�

中
川
ウ
ォ
ッ
チ
＆
ウ
ォ
ー
ク
最
終
回�

■日
３
月
１８
日
�
　
八
潮
団
地
バ
ス
停
午
前

９
時
１５
分
集
合
　
■内
中
川
の
河
川
改
修
で

造
ら
れ
た
ミ
チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
現
場
と
絶
滅

危
惧
種
「
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
」
の
生
息

地
を
歩
く
。
周
辺
の
開
発
と
自
然
の
お
か

れ
て
い
る
現
状
を
見
な
が
ら
、
ぶ
ら
ぶ
ら

観
察
会
。
意
見
交
換
会
も
開
催
。
　
■持
弁

当
、
飲
み
物
、
双
眼
鏡
　
■費
２
０
０
円
（
保

険
・
資
料
代
）
　
■問
中
川
・
古
利
根
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
加
納
�
兼
�
９３５
・
３
０
９
１�

「
社
交
ダ
ン
ス
・
ト
パ
ー
ズ
」
会
員
募
集�

　
優
し
く
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
方
、
も
う
一
度
や
っ
て
み
た
い
方
、

シ
ニ
ア
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。�

■日
水
曜
日（
月
４
回
）　
午
後
７
時
〜
９
時

■場
八
幡
公
民
館
別
館
ほ
か
　
■費
月
会
費
２

５
０
０
円
　
■問
小
倉
�
９９５
・
７
６
７
２�

�

神
風
流
神
和
会
「
詩
吟
・
詩
舞
・
剣
舞
の

集
い
」�

■日
３
月
２５
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
開
演�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
　
■費
無
料
　
■問
下

谷
�
９９５
・
５
０
５
２
、
島
�
９９７
・
２
１
４
１�

�

高
齢
期
を
楽
し
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
〜
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
〜
（
平

成
１８
年
度
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
団
体

補
助
事
業
）�

■日
３
月
１７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
　
■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
映
像
ホ
ー

ル
　
■内
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
応
援
し
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作
っ
て
い

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
　
■定
６０
人（
申

込
順
）　
■費
無
料
　
■申
■問
佐
藤
�
兼
�
９９６

・
７
６
９
７
（
日
中
）、
矢
澤
�
兼
�
９９７

・
９
６
３
２
（
夜
間
）�

�

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会�

■日
３
月
２０
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外･

電
話
相
談
可
）　
■場
八
潮
民
主

商
工
会
　
■内
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等
な

ん
で
も
相
談
　
■費
無
料
　
■問
中
村
�
９９５
・

６
９
６
２�

�

第
１９
回
春
日
部
大
凧
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加

者
募
集�

■日
５
月
４
日
	
　
午
前
１０
時
〜
　
■場
春
日

部
市
庄
和
総
合
公
園
　
■内
ハ
ー
フ
、
１０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
中
学

生
以
上
）、
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
小
学
４

〜
６
年
生
）
※
参
加
賞
・
特
別
賞
の
ほ
か

抽
選
会
あ
り
　
■申
３
月
２３
日
ま
で
に
、
春

日
部
大
凧
マ
ラ
ソ
ン
大
会
エ
ン
ト
リ
ー
セ

ン
タ
ー
（
�
０３
・
３
７
１
４
・
７
９
２
４
）

へ�

八
潮
こ
ど
も
箏
曲
教
室
発
表
会�

■日
３
月
２４
日
�
　
午
前
１１
時
開
演
　
■場
資

料
館
古
民
家
　
■内
さ
く
ら
、
ひ
な
ま
つ
り
、

フ
ォ
ス
タ
ー
メ
ド
レ
ー
集
ほ
か
　
■費
無
料

■問
　
平
�
９３６
・
３
４
３
０�

�

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト�

■日
３
月
２５
日
�
　
午
後
２
時
開
演
　
■場
八

條
公
民
館
会
議
室
　
■内
赤
と
ん
ぼ
、
ハ
フ

ナ
ー
よ
り
メ
ヌ
エ
ッ
ト
ほ
か
　
■費
無
料
　

■問
小
平
�
９９５
・
５
３
６
０�

�

ペ
ン
習
字
同
好
会�

　
初
心
者
の
方
、
大
歓
迎
。�

■日
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
　
午
後
７
時

〜
９
時
　
■場
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
■内
講
師

＝
関
根
芳
堂
さ
ん
　
■費
入
会
金
１
０
０
０

円
、月
会
費
３
０
０
０
円
　
■問
平
久
保
�

９９７
・
６
８
８
７
、
小
倉
�
９９７
・
０
９
３
７�

�

ペ
ン
習
字
教
室�

■日
毎
週
月
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　
■場

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
　
■内
ペ
ン
習
字

の
基
本
か
ら
学
ぶ
　
■持
ペ
ン
（
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
式
）、
ノ
ー
ト
　
■費
月
会
費
２
５
０

０
円
　
■問
小
菅
�
９５２
・
１
８
３
２�

�

指
導
補
助
員
募
集�

①
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
「
虹
の
家
」�

■日
指
定
す
る
シ
フ
ト
（
週
の
半
分
）
　
■対

４５
歳
位
ま
で
の
方
　
■内
軽
作
業
　
■定
２
人

■費
時
給
８
５
０
円�

②
工
房
「
森
の
こ
か
げ
」�

■日
月
〜
金
の
内
３
日
程
度
　
午
前
９
時
〜

午
後
１
時
　
■対
４０
歳
位
ま
で
の
方
　
■内
障

害
の
あ
る
方
の
作
業
（
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
・

ケ
ー
キ
の
製
造
、
販
売
）
の
補
助
、生
活

訓
練
指
導
の
補
助
　
■定
１
人
　
■費
時
給
７

５
０
円�

―
①
②
共
通
―�

■対
障
害
の
あ
る
方
に
理
解
が
あ
り
、
健
康

で
明
る
い
方
※
要
普
通
自
動
車
免
許
　
■申

３
月
１５
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
各
作
業
所
（
虹
の
家
・
中
西
�
９９８
・
７

３
２
７
、
森
の
こ
か
げ
・
高
坂
�
９９７
・
８

９
８
８
）
へ�

投票区および投票所の変更�
　４月に行われる、埼玉県議会議員一般選挙から、一部の地域で投票区およ
び投票所が変更になります。�
　投票に行かれる時には、投票所入場整理券（はがき）に記載されている「投
票所」の欄をご確認ください。�

■問選挙管理委員会�○内２６４�

変　　　更　　　区　　　域�

第３投票区で南後谷町会の区域の方（緑町）五丁目７番地～１６番地�

第９投票区で首都高速道路の南側の地域（新田町会の区域）の方�
（木曽根）３１１番地～３３３番地、３６４番地～３８０番地、４１８番地～４２６番地�
（南川崎）９５１番地～９７０番地�
（大　瀬）７１１番地～９００番地、９０６番地～９１７番地、９２７番地～９３１番地�

第３投票区（伊草団地住宅管理組合集会所）�第２１投票区（資料館）※新設�

第９投票区（新田公民館）� 第１０投票区（大瀬小学校）�

第１５投票区でけやき通りの北側の地域の方（中央一丁目）２５番地～２９番地（中央三丁目）１番地～１２番地� 第１５投票区（大原小学校）� 第２０投票区（八潮中学校）�

第１６投票区で西袋町会川西地区の方（西　袋）１番地～８４７番地�

第１７投票区で南後谷町会（一部地域を除く）の区域の方�
（南後谷）１番地～５９６番地、５９８番地～６０３番地、６０８番地～６０９番地、６１１
番地～６１３番地、６２３番地～８００番地、８８１番地～９７２番地�

第１８投票区で県道平方東京線の北側の地域（大曽根東町会、大曽根北町会の区域）の方�
（大曽根）１番地～４９番地１、４９番地７～８３番地、２３３番地～２８０番地�

第１８投票区で県道平方東京線の南側の地域（大曽根東町会の区域）の方�
（大　原）４７０番地～４７３番地、５０４番地～５２４番地、５５１番地～５７３番地、５９
１番地～６１４番地、６２８番地～６５７番地、６６４番地～６６８番地�
（大曽根）８４番地～２３２番地、５２４番地～５９１番地、６００番地～６７５番地、９０４
番地～９０５番地�

第１６投票区（八幡小学校）� 第１７投票区（柳之宮小学校）�

第１７投票区（柳之宮小学校）� 第２１投票区（資料館）※新設�

第１８投票区（小倉あさひ幼稚園）�第１５投票区（大原小学校）�

第１８投票区（小倉あさひ幼稚園）�第１８投票区（文化スポーツセンター）�
※文化スポーツセンターは、第２１
投票区から第１８投票区に変更�

現　　　　　在� 変　　更　　後�

え
み
さ
ぶ
ろ
う�
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■�日�

■�場�

■�内�

■�持�

■�定�

■�申�

■�問�

■�費�

■�対�

ゆずってください�

ゆずります�

市松人形・キーボード（各
１万円）、子供用屋外遊
具（すべり台・鉄棒・砂
場各１，０００円）�
※問題が生じた時は、当事
者間で解決していただき、
市は責任を負いかねます。�

■申■問商工振興課�
�○内３３６�

学習机（木製・５，０００円）、
ひな人形（七段飾り・
無料）、ベビーダンス（５，
０００円）�

�

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴�

　
平
成
１９
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
２
月
２８
日
�
か
ら
３
月
２０
日
�
ま
で
開

会
し
て
い
ま
す
。�

一
般
質
問
日
＝
３
月
１４
日
�
・
１６
日
�
・

１９
日
��

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と�

■定
各
日
４２
人
（
先
着
順
）�

■問
議
事
調
査
課
�
○内
２
７
７�

�

配
水
ポ
ン
プ
取
り
替
え
工
事�

　
中
央
浄
水
場
で
配
水
ポ
ン
プ
の
取
り
替

え
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
に
は
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
す
が
、
水
圧
の
低
下
や
水

の
濁
り
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

■日
●
３
月
２２
日
�
　
午
後
１１
時
〜
２３
日
�

　
午
前
４
時
　
●
３
月
２８
日
�
　
午
後
１１

時
〜
２９
日
�
　
午
前
４
時�

■問
水
道
部
施
設
課
�
９９６
・
１
４
８
６�

�

交
通
死
亡
事
故
多
発�

　
八
潮
市
で
は
、
平
成
１６
年
以
来
、
毎
年

５
人
か
ら
６
人
の
方
が
交
通
事
故
で
死
亡

し
て
お
り
、
多
発
が
続
い
て
お
り
ま
す
。�

　
今
年
も
、
既
に
２
月
４
日
に
１
人
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。�

　
平
成
１６
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
死
者
数
は

計
１６
人
に
上
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
１３

人
の
方
が
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
二

輪
車
に
乗
っ
て
い
る
時
の
事
故
で
あ
る
の

が
特
徴
で
す
。�

　
二
輪
車
で
の
事
故
は
、
直
接
身
体
へ
の

損
傷
に
結
び
つ
き
ま
す
の
で
、
大
変
危
険

で
す
。�

　
車
ま
た
は
二
輪
車
を
運
転
す
る
方
は
、

交
差
点
な
ど
で
の
徐
行
や
一
時
停
止
、
夜

間
点
灯
な
ど
、
お
互
い
に
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。�

■問
交
通
防
災
課
�
○内
３
０
８�

�

資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ�

①
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧�

　
平
成
１９
年
度
、
市
内
に
固
定
資
産
を
お

持
ち
の
方
は
、
本
人
の
課
税
台
帳
を
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
な
お
、
期
間
中
は
、
課
税

台
帳
の
写
し
を
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。�

②
固
定
資
産
税
の
価
格
等
の
縦
覧�

　
平
成
１９
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家

屋
）
の
納
税
者
の
方
は
、
本
人
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
と
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
次
の

帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地
番
・

地
目
・
地
積
・
価
格
）�

▽
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋

番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）�

―
①
②
共
通
―�

期
間
　
４
月
２
日
�
〜
５
月
３１
日
�
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）�

閲
覧
・
縦
覧
場
所
　･

市
役
所
資
産
税
課

（
庁
舎
１
階
⑮
番
窓
口
）･

駅
前
出
張
所

（
閲
覧
の
み
）�

閲
覧
・
縦
覧
時
間
　
・
市
役
所
資
産
税
課

＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
・
駅

前
出
張
所
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

（
閲
覧
の
み
）�

■問
資
産
税
課
�
○内
２
０
５�

　�一
人
暮
ら
し
の
６５
歳
以
上
の
方
へ�

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
民

生
委
員
、
近
隣
住
民
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
な
ど
が
温
か
く
見
守
り
支
え
あ
う

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
見
守
り
活
動
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地

域
の
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
登
録
を
行
う
と
、災
害
時
・
緊

急
時
の
安
否
確
認
や
非
難
活
動
等
の
支
援

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。�

※
個
人
情
報
は
目
的
以
外
に
は
利
用
し
ま

せ
ん
。�

■対
市
内
在
住
で
、
６５
歳
以
上
の
単
身
者�

■問
社
会
福
祉
協
議
会
�
９９５･

３
６
３
６
、

社
会
福
祉
課
�
○内
３
１
６�

�

越
谷
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ�

①
越
谷
保
健
所
草
加
分
室
の
業
務
に
つ
い

て�　
旧
草
加
保
健
所
は
、
平
成
１８
年
４
月
１

日
か
ら
、
保
健
所
再
編
に
伴
い
、
越
谷
保

健
所
草
加
分
室
と
な
り
、
次
の
業
務
の
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。�

●
公
費
負
担
医
療
費
の
申
請
（
新
規
お
よ

び
継
続
）
の
受
理
＝
未
熟
児
養
育
医
療
、

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）、
結
核
児

童
養
育
給
付
、
特
定
疾
患
医
療
、
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
、
被
爆
者
医
療
、
不
妊

治
療
費
助
成�

●
難
病
相
談
お
よ
び
健
康
相
談�

　
こ
れ
以
外
の
保
健
所
業
務
に
つ
い
て
は
、

越
谷
保
健
所
本
所
（
越
谷
市
越
ケ
谷
４
│

２
│
２６
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。�

②
犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ�

　
鳴
き
声
、
フ
ン
の
放
置
等
、
犬
が
原
因

の
苦
情
が
保
健
所
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
近
隣
や
周
囲
の
方
に
迷
惑
を
か
け

ず
、
楽
し
く
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
も
、

し
つ
け
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
も
あ

な
た
の
家
族
で
す
。�

●
充
分
な
散
歩
を
し
て
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る�

●
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る�

●
む
や
み
に
繁
殖
を
さ
せ
な
い�

●
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
う�

　
以
上
の
点
を
守
り
、
ペ
ッ
ト
と
の
楽
し

い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。�

―
①
②
共
通
―�

■問
越
谷
保
健
所
�
９６４
・
１
２
６
６�

�

３
月
は
労
働
相
談
強
化
月
間
で
す�

　
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、
賃
金
や

労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
採
用
や
退

職
、
解
雇
、
労
務
管
理
の
改
善
な
ど
、
勤

労
者
と
経
営
者
の
労
働
に
関
す
る
悩
み
や

疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。�

■日
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

※
３
月
中
の
火
・
木
曜
日
は
、
午
後
８
時

ま
で
電
話
に
よ
る
夜
間
労
働
相
談
を
実
施�

■費
無
料�

■問
県
東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
�
０４８
・
７３７

・
２
１
３
６�

�

不
動
産
無
料
相
談�

　
�
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
員
に

よ
る
、
土
地
や
建
物
に
関
す
る
無
料
相
談

会
が
４
月
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。�

■日
毎
月
第
２
火
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

（
８
月
・
１
月
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）�

■場
市
役
所
駅
前
出
張
所
内
相
談
室�

■問
�
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
埼
玉

東
支
部
�
９３２
・
６
７
６
７
、
都
市
デ
ザ
イ

ン
課
�
○内
２
７
２�

������

４
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級�

■日
４
月
２２
日
�
　
午
後
１
時
〜
４
時�

■場
保
健
セ
ン
タ
ー�

■対
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫�

■持
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具�

■費
無
料�

■申
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
９９５
・
３
３

８
１
）
へ�

�

中
川
や
し
お
花
桃
ま
つ
り�

　
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

３
月
１０
日
か
ら
４
月
１
日
ご
ろ
ま
で
、
赤

や
ピ
ン
ク
の
花
桃
が
咲
き
、
黄
色
い
菜
の

花
が
彩
り
を
添
え
ま
す
。
期
間
中
に
は
、

次
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

★
花
桃
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト�

■日
３
月
２５
日
�
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

■場
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク�

■内
物
産
模
擬
店
、
特
産
品
・
推
奨
品
Ｐ
Ｒ
、

写
真
撮
影
会
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
な
ど�

★
花
桃
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ�

■日
３
月
２５
日
�
　
午
前
９
時
出
発�

■内
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
約
２
時
間
の
行

程
（
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
↓
中

川
河
川
敷
↓
八
条
親
水
公
園
↓
楽
習
館
↓

中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）�

■定
６
０
０
人
（
申
込
順
）�

■持
歩
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
な
ど�

■申
電
話
で
市
観
光
協
会
（
市
商
工
会
内
�

９９６
・
１
９
２
６
）
へ
※
受
付
＝
土
・
日
曜

日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

�

ふ
れ
あ
い
療
育
講
演
会
「
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
の
発
達
〜
豊
か
な
こ
こ
ろ
の
成
長
」�

■日
３
月
２４
日
�
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
４５
分�

■場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
や
す
ら

ぎ
）�

■内
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
と
、
発
達
の

気
掛
か
り
・
育
て
に
く
さ
と
い
う
視
点
よ

り
、
そ
の
成
長
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
配
慮

と
工
夫
に
つ
い
て
の
話
※
講
師
＝
加
藤
優

子
さ
ん
（
心
身
障
害
児
総
合
医
療
療
育
セ

ン
タ
ー
臨
床
心
理
士
）�

■定
５０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■申
■問
障
害
福
祉
課
�
○内
４
２
８
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
も
に
ス
テ
ッ
プ
�
９４４
・
６
６
７
２�

�

精
神
保
健
福
祉
講
座�

「
精
神
障
害
の
理
解
と
家
族
支
援
」�

■日
３
月
２４
日
�
　
午
後
２
時
〜
４
時�

■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
４�

■対
市
内
在
住
、
ま
た
は
近
隣
市
町
村
に
在

住
し
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方�

■内
※
講
師
＝
大
竹
智
英
さ
ん
（
精
神
保
健

福
祉
士
）�

■定
４０
人�

■費
無
料�

■申
■問
精
神
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
け
ぼ
の
�
９９８
・
０
８
５
２�

（
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）�
�

普
通
救
命
講
習
会�

■日
４
月
７
日
、
６
月
２
日
（
各
土
曜
日
）�

午
前
９
時
〜
正
午�

■場
市
消
防
署
会
議
室�

■対
中
学
生
以
上�

■内
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
﹇
自
動
体
外
式
除
細
動
器
﹈

の
取
り
扱
い
、
止
血
法
）
※
講
習
を
終
了

し
た
方
に
は
修
了
書
を
発
行
し
ま
す
。�

■定
各
回
２０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■申
各
回
と
も
講
習
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
市
消
防
署
（
�
９９８

・
０
１
１
９
）
へ�

����������

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室
開
放�

■日
５
月
〜
平
成
２０
年
３
月
の
第
２
・
第
４

土
曜
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分�

■場
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室�

■対
市
内
の
小
・
中
学
生
（
低
学
年
の
児
童

は
要
保
護
者
同
伴
）
※
個
人
の
使
用
に
限

る
。�

■内
小
・
中
学
生
ご
と
に
使
用
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓
球
な
ど
好
き

な
種
目
を
行
え
ま
す
。�

■持
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
行
う
種
目
の
用
具

■費
無
料�

■問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
�
９９６
・
５
１

２
６�

�

文
化
協
会
事
業�

①
第
９
回
八
潮
市
華
道
展�

■日
３
月
２４
日
�
・
２５
日
�
　
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室�

■費
無
料�

■問
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

�
９９５
・
６
２
１
６�

②
民
謡
講
座
〜
民
謡
を
唄
お
う
〜�

　
初
め
て
民
謡
を
唄
う
方
に
も
、
楽
し
く

分
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。�

■日
３
月
２８
日
〜
４
月
１８
日
（
毎
週
水
曜
日
・

全
４
回
）
午
後
２
時
〜
４
時�

■場
八
幡
公
民
館
第
１
会
議
室�

■内
第
１
回
＝
花
笠
音
頭
の
解
説
と
唄
・
全

員
合
唱
、
第
２
回
＝
全
員
合
唱
と
３
人
合

唱
・
日
向
木
挽
唄
の
解
説
と
唄
、
第
３
回

＝
全
員
合
唱
と
３
人
合
唱
・
個
人
指
導
、

第
４
回
＝
個
人
指
導
※
講
師
＝
八
潮
秀
声

会
・
深
井
国
行
さ
ん
ほ
か�

■定
２０
人
（
申
込
順
）�

③
文
化
振
興
講
演
会
「
歌
舞
伎
に
親
し
む
」�

■日
３
月
３１
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室�

■内
講
師
＝
市
川
笑
三
郎
さ
ん
（
歌
舞
伎
俳

優
）�

■定
１
４
０
人
（
申
込
順
）�

―
②
③
共
通
―�

■対
市
内
在
住･

在
勤
・
在
学
の
方�

■費
無
料�

■申
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
文
化
協
会
事
務

局
（
八
幡
公
民
館
内
�
９９５
・
６
２
１
６
※

受
付
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
）
へ�

�

初
歩
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会�

「
パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」�

■日
①
３
月
１９
日
�
・
２０
日
�
②
３
月
２２
日

�
・
２３
日
�
（
各
回
全
２
回
）
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分�

■場
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

■対
市
内
在
住
で
６０
歳
代
前
半
の
方�

■持
筆
記
用
具�

■定
各
回
４
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

■申
３
月
１６
日
ま
で
に
、
電
話
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
�
９９５
・
５
８
１
７
※
受

付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ�

�

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業�

革
工
芸
教
室�

■日
４
月
１２
日
〜
５
月
１７
日
（
全
５
回
・
５

月
３
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）
午
前
１０
時

〜
正
午�

■場
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
日
常
生
活
訓
練
室�

■対
市
内
在
住
・
在
勤
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
方�

■持
い
ら
な
い
布
（
４
〜
５
枚
）、
新
聞
紙�

■定
１０
人
（
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

証
の
交
付
を
受
け
た
方
を
優
先
、
そ
の
他

の
身
体
障
害
者
の
方
は
申
込
順
）
※
参
加

者
が
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止�

■費
材
料
費
＝
実
費
（
初
回
徴
収
）
※
欠
席

し
て
も
材
料
費
の
返
金
は
な
し�

■申
４
月
３
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
社
会
福
祉
協
議
会
（
�
９９５
・
３
６
３
６
）

へ�

ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
（
八
潮
メ
セ
ナ
児

童
合
唱
団
）
５
周
年
記
念
発
表
会�

　
思
わ
ず
体
が
動
い
て
し
ま
う
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
曲
を
歌
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。�

■日
３
月
１７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
開
演�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
　
■内
子
ど
も
の
た

め
の
合
唱
組
曲
「
チ
コ
タ
ン
」、
サ
ウ
ン

ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
よ
り
、
テ
ー

マ
ソ
ン
グ「
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ー
」ほ
か�

■費
無
料
　
■問
竹
花
�
９９６
・
２
７
８
０�

�

暮
ら
し
の
法
律
無
料
相
談
会�

■日
３
月
１８
日
�
　
午
前
１０
時
〜
正
午�

■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ロ
ビ
ー
・
資
料
室

■内
各
種
許
認
可
申
請
、
契
約
書
、
遺
言
、

外
国
人
等
に
関
す
る
相
談
、
不
動
産
取
引

全
般
に
関
す
る
相
談
※
相
談
員
＝
行
政
書

士
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
　
■費
無
料
　
■問

埼
玉
県
行
政
書
士
会
草
加
支
部
・
香
野
�

９１１
・
７
２
３
５�

�

パ
ド
ル
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
（
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
）

会
員
募
集�

　
楽
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
カ

ヌ
ー
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
女
性

も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。�

■日
毎
月
２
回
土
曜
日
　
■場
茨
城
県
那
珂
川

ほ
か
　
■費
実
費
（
２
０
０
０
円
位
）
　
■問

小
幡
�
０８０
・
５
０
４
７
・
１
８
４
６�

�

中
川
ウ
ォ
ッ
チ
＆
ウ
ォ
ー
ク
最
終
回�

■日
３
月
１８
日
�
　
八
潮
団
地
バ
ス
停
午
前

９
時
１５
分
集
合
　
■内
中
川
の
河
川
改
修
で

造
ら
れ
た
ミ
チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
現
場
と
絶
滅

危
惧
種
「
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
」
の
生
息

地
を
歩
く
。
周
辺
の
開
発
と
自
然
の
お
か

れ
て
い
る
現
状
を
見
な
が
ら
、
ぶ
ら
ぶ
ら

観
察
会
。
意
見
交
換
会
も
開
催
。
　
■持
弁

当
、
飲
み
物
、
双
眼
鏡
　
■費
２
０
０
円
（
保

険
・
資
料
代
）
　
■問
中
川
・
古
利
根
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
加
納
�
兼
�
９３５
・
３
０
９
１�

「
社
交
ダ
ン
ス
・
ト
パ
ー
ズ
」
会
員
募
集�

　
優
し
く
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
方
、
も
う
一
度
や
っ
て
み
た
い
方
、

シ
ニ
ア
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。�

■日
水
曜
日（
月
４
回
）　
午
後
７
時
〜
９
時

■場
八
幡
公
民
館
別
館
ほ
か
　
■費
月
会
費
２

５
０
０
円
　
■問
小
倉
�
９９５
・
７
６
７
２�

�

神
風
流
神
和
会
「
詩
吟
・
詩
舞
・
剣
舞
の

集
い
」�

■日
３
月
２５
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
開
演�

■場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
　
■費
無
料
　
■問
下

谷
�
９９５
・
５
０
５
２
、
島
�
９９７
・
２
１
４
１�

�

高
齢
期
を
楽
し
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
〜
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
〜
（
平

成
１８
年
度
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
団
体

補
助
事
業
）�

■日
３
月
１７
日
�
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
　
■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
映
像
ホ
ー

ル
　
■内
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
ち
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
応
援
し
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作
っ
て
い

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
　
■定
６０
人（
申

込
順
）　
■費
無
料
　
■申
■問
佐
藤
�
兼
�
９９６

・
７
６
９
７
（
日
中
）、
矢
澤
�
兼
�
９９７

・
９
６
３
２
（
夜
間
）�

�

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会�

■日
３
月
２０
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外･

電
話
相
談
可
）　
■場
八
潮
民
主

商
工
会
　
■内
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等
な

ん
で
も
相
談
　
■費
無
料
　
■問
中
村
�
９９５
・

６
９
６
２�

�

第
１９
回
春
日
部
大
凧
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加

者
募
集�

■日
５
月
４
日
	
　
午
前
１０
時
〜
　
■場
春
日

部
市
庄
和
総
合
公
園
　
■内
ハ
ー
フ
、
１０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
中
学

生
以
上
）、
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
小
学
４

〜
６
年
生
）
※
参
加
賞
・
特
別
賞
の
ほ
か

抽
選
会
あ
り
　
■申
３
月
２３
日
ま
で
に
、
春

日
部
大
凧
マ
ラ
ソ
ン
大
会
エ
ン
ト
リ
ー
セ

ン
タ
ー
（
�
０３
・
３
７
１
４
・
７
９
２
４
）

へ�

八
潮
こ
ど
も
箏
曲
教
室
発
表
会�

■日
３
月
２４
日
�
　
午
前
１１
時
開
演
　
■場
資

料
館
古
民
家
　
■内
さ
く
ら
、
ひ
な
ま
つ
り
、

フ
ォ
ス
タ
ー
メ
ド
レ
ー
集
ほ
か
　
■費
無
料

■問
　
平
�
９３６
・
３
４
３
０�

�

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト�

■日
３
月
２５
日
�
　
午
後
２
時
開
演
　
■場
八

條
公
民
館
会
議
室
　
■内
赤
と
ん
ぼ
、
ハ
フ

ナ
ー
よ
り
メ
ヌ
エ
ッ
ト
ほ
か
　
■費
無
料
　

■問
小
平
�
９９５
・
５
３
６
０�

�

ペ
ン
習
字
同
好
会�

　
初
心
者
の
方
、
大
歓
迎
。�

■日
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
　
午
後
７
時

〜
９
時
　
■場
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
■内
講
師

＝
関
根
芳
堂
さ
ん
　
■費
入
会
金
１
０
０
０

円
、月
会
費
３
０
０
０
円
　
■問
平
久
保
�

９９７
・
６
８
８
７
、
小
倉
�
９９７
・
０
９
３
７�

�

ペ
ン
習
字
教
室�

■日
毎
週
月
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　
■場

や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か
　
■内
ペ
ン
習
字

の
基
本
か
ら
学
ぶ
　
■持
ペ
ン
（
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
式
）、
ノ
ー
ト
　
■費
月
会
費
２
５
０

０
円
　
■問
小
菅
�
９５２
・
１
８
３
２�

�

指
導
補
助
員
募
集�

①
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
「
虹
の
家
」�

■日
指
定
す
る
シ
フ
ト
（
週
の
半
分
）
　
■対

４５
歳
位
ま
で
の
方
　
■内
軽
作
業
　
■定
２
人

■費
時
給
８
５
０
円�

②
工
房
「
森
の
こ
か
げ
」�

■日
月
〜
金
の
内
３
日
程
度
　
午
前
９
時
〜

午
後
１
時
　
■対
４０
歳
位
ま
で
の
方
　
■内
障

害
の
あ
る
方
の
作
業
（
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
・

ケ
ー
キ
の
製
造
、
販
売
）
の
補
助
、生
活

訓
練
指
導
の
補
助
　
■定
１
人
　
■費
時
給
７

５
０
円�

―
①
②
共
通
―�

■対
障
害
の
あ
る
方
に
理
解
が
あ
り
、
健
康

で
明
る
い
方
※
要
普
通
自
動
車
免
許
　
■申

３
月
１５
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
各
作
業
所
（
虹
の
家
・
中
西
�
９９８
・
７

３
２
７
、
森
の
こ
か
げ
・
高
坂
�
９９７
・
８

９
８
８
）
へ�

投票区および投票所の変更�
　４月に行われる、埼玉県議会議員一般選挙から、一部の地域で投票区およ
び投票所が変更になります。�
　投票に行かれる時には、投票所入場整理券（はがき）に記載されている「投
票所」の欄をご確認ください。�

■問選挙管理委員会�○内２６４�

変　　　更　　　区　　　域�

第３投票区で南後谷町会の区域の方（緑町）五丁目７番地～１６番地�

第９投票区で首都高速道路の南側の地域（新田町会の区域）の方�
（木曽根）３１１番地～３３３番地、３６４番地～３８０番地、４１８番地～４２６番地�
（南川崎）９５１番地～９７０番地�
（大　瀬）７１１番地～９００番地、９０６番地～９１７番地、９２７番地～９３１番地�

第３投票区（伊草団地住宅管理組合集会所）�第２１投票区（資料館）※新設�

第９投票区（新田公民館）� 第１０投票区（大瀬小学校）�

第１５投票区でけやき通りの北側の地域の方（中央一丁目）２５番地～２９番地（中央三丁目）１番地～１２番地� 第１５投票区（大原小学校）� 第２０投票区（八潮中学校）�

第１６投票区で西袋町会川西地区の方（西　袋）１番地～８４７番地�

第１７投票区で南後谷町会（一部地域を除く）の区域の方�
（南後谷）１番地～５９６番地、５９８番地～６０３番地、６０８番地～６０９番地、６１１
番地～６１３番地、６２３番地～８００番地、８８１番地～９７２番地�

第１８投票区で県道平方東京線の北側の地域（大曽根東町会、大曽根北町会の区域）の方�
（大曽根）１番地～４９番地１、４９番地７～８３番地、２３３番地～２８０番地�

第１８投票区で県道平方東京線の南側の地域（大曽根東町会の区域）の方�
（大　原）４７０番地～４７３番地、５０４番地～５２４番地、５５１番地～５７３番地、５９
１番地～６１４番地、６２８番地～６５７番地、６６４番地～６６８番地�
（大曽根）８４番地～２３２番地、５２４番地～５９１番地、６００番地～６７５番地、９０４
番地～９０５番地�

第１６投票区（八幡小学校）� 第１７投票区（柳之宮小学校）�

第１７投票区（柳之宮小学校）� 第２１投票区（資料館）※新設�

第１８投票区（小倉あさひ幼稚園）�第１５投票区（大原小学校）�

第１８投票区（小倉あさひ幼稚園）�第１８投票区（文化スポーツセンター）�
※文化スポーツセンターは、第２１
投票区から第１８投票区に変更�

現　　　　　在� 変　　更　　後�

え
み
さ
ぶ
ろ
う�
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包装紙�

紙　箱�

紙　袋�

メモ用紙�

はがき�

封　筒�

トイレットペーパーのしん�

シュレッダーした紙�

ティッシュボックス�

��

　
〜
『
い
じ
め
』
〜�

　
い
じ
め
と
は
、
強
い
も
の
が
弱
い

も
の
に
対
し
て
、
一
方
的
に
肉
体
的
・

精
神
的
に
苦
し
め
る
こ
と
で
す
。�

　
い
じ
め
は
、「
い
じ
め
る
人
」
と
「
い

じ
め
ら
れ
る
人
」、
そ
の
ほ
か
に
「
周

囲
で
た
だ
見
て
い
る
人
」
や
「
お
も

し
ろ
半
分
に
は
や
し
立
て
る
人
」
な

ど
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。�

　
い
じ
め
た
側
は
、「
あ
い
つ
は
、
ウ

ザ
イ
か
ら
み
ん
な
で
無
視
し
た
」
な

ど
と
、
い
じ
め
を
正
当
化
し
ま
す
。

い
く
ら
正
当
化
し
て
み
て
も
、
ウ
ザ

イ
か
ら
と
い
っ
て
い
じ
め
て
い
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
い
じ
め
ら
れ
た
人
は
、『
死
に
た
い
』

と
ま
で
思
い
つ
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
い
じ
め
た
人
に
と
っ
て
、
そ
の
時

だ
け
で
終
わ
っ
た
い
じ
め
だ
と
し
て
も
、

い
じ
め
ら
れ
た
人
は
、
大
人
に
な
っ

て
も
い
じ
め
に
よ
る
『
心
の
傷
』
が

癒
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
、『
い
じ
め
は
い
け
な
い
』

こ
と
で
す
。
い
じ
め
に
よ
る
悲
劇
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
…
。�

　
い
じ
め
は
、
き
わ
め
て
身
近
で
重

大
な
人
権
侵
害
で
す
。�

　
人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
守
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
て
も
大
切

な
も
の
で
す
。�

�

※
ウ
ザ
イ
…「
う
っ
と
う
し
い
」
な
ど

不
快
感
を
表
す
言
葉�

　それぞれ決められた資源ごみの日に出してください。�
�
�
�
�
�
�
�
�
　紙　類　次の品目ごとに分別してください。�
※飛散防止のため、ひもで十字にしばる等をお願いします。�
①段ボール…１メートル四方以下にたたんで、ひもで十字にしばる�
②新聞紙（広告を含む）…新聞専用の袋に入れても、ひもで十字にし
ばる�
③雑誌、書籍…ひもで十字にしばる�
④ざつがみ類（包装紙、封筒、ティッシュペーパーの箱、菓子の外
箱など）…紙袋などに入れて、ひもで十字にしばる（ビニール、
プラスチック、銀紙、ゴム類は外す）�

⑤シュレッダーした紙類…透明・半透明の袋に入れて口をしっかり
と閉じる（シール、ビニール、カーボン紙など資源にならないもの
を混入させない）�
⑥牛乳パック…洗浄、開封、乾燥させてからひもで十字にしばる�

　次の資源とならない紙類は、燃えるごみに出してください�
カーボン紙､写真､紙コップなどのワックス加工品､香料の強い
もの（お線香・石けん・洗剤など）、油等で汚れているもの、
ビニールコート紙、アイロンプリントシートなどの捺染紙（な
っせんし）、感熱紙など�

※市が行う資源ごみ（紙・布類）の収集日のほか、地域の子ども会
等が集団回収を行っている場合もあります。�
�
　布　類　濡れたり、汚れたものは再生できませんので、必ず透
明・半透明の袋に入れてください。次のものは、燃えるごみに出
してください（不衛生なもの、ぬいぐるみ、ペットに使用したも
の、まくら、ざぶとん、綿類など）。�
�
　ペットボトル　①キャップとラベルは必ず外す（キャップと
ラベルは燃えるごみへ）　②中を水ですすぎ、つぶす　③透明・
半透明の袋に入れる�
�
�
�
�

　会社や工場、商店などの事業所から出る再生可能な紙類は､リサ
イクルしてください。�
　紙類を分別（①段ボール　②新聞紙　③コピー用紙などのオフィ
スペーパー類　④雑誌・パンフレット類　⑤ざつがみ（はがき、封
筒、名刺、紙箱など）して、ごみ収集許可業者やお近くの古紙回収
業者（古紙問屋）にお出しください。ごみの資源化になります。�
　なお、古紙回収業者等が不明な場合は、リサイクル推進課へお問
い合わせください。�

い�

�「
現
代
の
道
具
展
」
〜
資
料
館
収
蔵
品
〜�

■日
５
月
１３
日
�
ま
で
（
毎
週
月
曜
日
お
よ

び
祝
日
の
翌
日
は
休
館
。
た
だ
し
５
月
３

日
〜
６
日
は
開
館
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時�■場
資
料
館
企
画
展
示
室�

■内
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
、
現
代
の
道

具
類
の
展
示�

■費
無
料�

■問
資
料
館
�
９９７
・
６
６
６
６�

������

物
産
展
示
ケ
ー
ス
利
用
者�

　
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
に
あ
る
「
物
産
展

示
ケ
ー
ス
」
に
展
示
す
る
製
品
を
募
集
し

ま
す
。�

■日
４
月
中
旬
〜
平
成
２０
年
３
月�

■対
市
内
で
生
産
さ
れ
た
製
品
、
ま
た
は
「
八

潮
」
の
名
の
ブ
ラ
ン
ド
品
（
危
険
物
や
生

も
の
な
ど
は
、
展
示
で
き
ま
せ
ん
）�

小
間
の
大
き
さ
　
幅
＝
約
４７
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
・
高
さ
＝
約
３８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・

奥
行
き
＝
約
２９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル�

■定
２４
小
間
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

■費
無
料�

■申
３
月
２２
日
か
ら
２８
日
ま
で
に
、
商
工
振

興
課
（
�
○内
４
７
９
）
へ�

�

資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

■日
４
月
１
日
〜
平
成
２１
年
３
月
末
日
（
年

２０
回
程
度
）�

■対
資
料
館
の
教
育
普
及
活
動
に
理
解
と
関

心
の
あ
る
方�

■内
資
料
館
で
開
催
す
る
講
座
や
体
験
学
習

の
サ
ポ
ー
ト�

■申
３
月
２５
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
窓
口
ま
た
は
郵
送
（
〒
３４０
│
０
８

３
１
南
後
谷
７
６
３
│
５０
）
で
、
資
料
館

（
�
９９７
・
６
６
６
６
）
へ�
�

要
介
護
認
定
調
査
員�

■日
週
３
日
勤
務
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
勤
務
日
、
時
間
は
応
相
談�

■対
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、
看
護
師
、

介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
１
級
・
２
級
等

の
資
格
取
得
者
で
実
務
経
験
の
あ
る
方�

■内
要
介
護
認
定
調
査
（
訪
問
調
査
）
業
務

な
ど�

■定
１
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）�

■費
時
給
１
３
５
０
円�

■申
３
月
１６
日
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

資
格
免
許
等
の
写
し
を
高
齢
い
き
が
い
課

（
�
○内
４
４
９
）
へ
持
参�

�

家
庭
児
童
相
談
員�

■日
５
月
１
日
〜
平
成
２１
年
４
月
３０
日
　
月

曜
日
〜
金
曜
日
の
う
ち
週
３
日
　
午
前
９

時
〜
午
後
４
時�

■場
子
育
て
支
援
課�

■対
児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、
児
童
学
、
心

理
学
、
教
育
学
等
の
い
ず
れ
か
を
修
了
し

た
方
ま
た
は
、
家
庭
児
童
福
祉
に
熱
意
と

識
見
を
有
す
る
方�

■内
家
庭
児
童
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
あ
た

り
、
面
接
、
調
査
、
訪
問
指
導
等
の
業
務

を
行
い
児
童
問
題
の
解
決
を
図
り
ま
す
。�

■定
２
人�

■費
月
額
１０
万
円�

■申
３
月
２３
日
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
子
育
て
支
援
課
（
�
○内
４
２
７
）
へ
持

参�
�

や
し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
財

団
臨
時
職
員�

■日
４
月
１
日
〜
平
成
２０
年
３
月
３１
日�

①
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
お
よ

び
午
後
１
時
１５
分
〜
午
後
１０
時
（
週
１
回

程
度
）
②
午
後
５
時
〜
午
後
１０
時
　
①
②

と
も
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
（
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
勤
務
）�

■場
市
民
文
化
会
館
（
八
潮
メ
セ
ナ
）
お
よ

び
市
民
文
化
会
館
駅
前
分
館
（
八
潮
メ
セ

ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
）�

■対
平
成
１９
年
４
月
１
日
現
在
、
６０
歳
ま
で

の
方
で
、
生
涯
学
習
に
理
解
が
あ
り
、
パ

ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
操
作
が

で
き
る
方�

■内
●
採
用
職
種
＝
一
般
事
務
職
●
休
日
＝

月
曜
日
お
よ
び
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

休
日
（
４
週
８
休
）
●
有
給
休
暇
＝
あ
り

●
社
会
保
険
＝
①
社
会
保
険
加
入
②
な
し�

■定
①
１
人
　
②
６
人�

■費
時
給
８５０
円
※
交
通
費
＝
財
団
規
定
で
支

給�
 

試
験
方
法 

①
簡
単
な
作
文
・
面
接
　
②
面

接�
 

試
験
日
時 

３
月
２１
日
� 

①
午
前
１０
時
〜

②
午
後
２
時
〜
　
※
①
②
と
も
に
筆
記
用

具
持
参�

 

試
験
会
場 

八
潮
メ
セ
ナ
①
研
修
室
Ａ（
２

階
）
②
特
別
会
議
室
Ｂ
（
３
階
）�

※
合
否
に
つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
個
別
に

通
知
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。�

■申
３
月
１８
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
窓
口
ま
た
は
郵
送
（
〒

３４０
│
０
８
１
６
中
央
１
│
１０
│
１
）
で
八

潮
メ
セ
ナ
（
�
９９８
・
２
５
０
０
）
へ�

�

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
彩
の
国
ふ

れ
あ
い
ピ
ッ
ク
春
季
大
会
）参
加
者�

■日
４
月
３０
日
�
、
５
月
１３
日
�
・
２７
日
��

■場
は
ら
ぱ
ー
く
宮
代
、
埼
玉
県
障
害
者
交

流
セ
ン
タ
ー
、
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

陸
上
競
技
場
ほ
か�

■対
４
月
１
日
現
在
、
１３
歳
以
上
の
障
害
の

あ
る
の
方�

■内
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
水
泳
、
卓
球
（
Ｓ
Ｔ

Ｔ
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
陸
上
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球�

■申
３
月
２３
日
ま
で
に
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
（
�
０４８
・
６５０
・
０
１
７
０
、
�
０４８

・
６５０
・
０
１
７
１
）
へ�

�

障
害
福
祉
計
画（
案
）へ
の
ご
意
見�

　
市
で
は
、
平
成
１９
・
２０
年
度
お
よ
び
平

成
２３
年
度
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
見
込
量
等
を
定

め
る
「
八
潮
市
障
害
福
祉
計
画
」
の
案
を

と
り
ま
と
め
ま
し
た
。�

　
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。�

案
の
公
表
場
所
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

８
４
０
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）
・

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
・

知
的
障
害
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

精
神
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

け
ぼ
の�

■申
３
月
２０
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス（
�
９９４
・
１
０
３
０
）、
電
子

メ
ー
ル（shogai@city.yashio.lg.jp

）で

障
害
福
祉
課
（
�
○内
４
２
８
・
４
５
３
）へ�

リサイクル推進課��� 234内 問�

　燃えるごみの約２５パーセントが再生可能な紙・布類です。これらを資源ごみに分別することで、かなりの資源化・減量化になります。�
ごみの分別の徹底をお願いします。�

家庭でのごみ減量化・資源化�

事業所でのごみ減量化・資源化�

ごみカレンダーの配布�
　家庭ごみの正しい分け方や各ごみの収集日などを掲載した、
平成１９年度版（平成１９年４月～平成２０年３月）の「ごみカレ
ンダー」を市役所をはじめ、市内の公共施設の窓口で配布して
います。市のホームページにも同様のものを載せる予定です。�

燃えるご
みに�

出さな
いで�

くださ
い�

包装紙�

紙　箱�

紙　袋�

メモ用紙�

はがき�

封　筒�

トイレットペーパーのしん�

シュレッダーした紙�

ティッシュボックス�

包装紙�

紙　箱�

紙　袋�

メモ用紙�

はがき�

封　筒�

トイレットペーパーのしん�

シュレッダーした紙�

ティッシュボックス�
（ビニールの部分は取る）�

（ビニールの部分は部分は取る）�（ビニールの部分は取る）�

○その他ざつがみ○�
お菓子等の紙製容器�
ポスター、カレンダー�
ラップなどの芯、�
その他の紙類�

国民健
康保険

�

国民健
康保険

�

　７０歳未満の方が入院したとき、平成１９年３月までは、自己負担分
（３歳未満は２割、その他の方は３割）を全額負担し、あとから申
請することによって自己負担限度額（下図参照）を超えた分が高額
療養費として支給されますが、４月からは「限度額認定証」を医療機
関に提示することで、入院時の窓口での支払いが限度額までとなり
ます。�

■自己負担限度額（月額）�

所得区分� ４回目以降の限度額※�３回目までの限度額�

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）
×１％�

１５０，０００円＋（医療費－５００，０００円）
×１％�

３５，４００円�

一般� ４４，４００円�

８３，４００円�

２４，６００円�

上位所得者�

住民税非課税世帯�

※過去１２カ月間に、１つの世帯で高額療養費の支給が４回あった場合の４回目以降の限度額�

例�入院時の医療費が５０万円かかった場合（所得区分が一般の場合）�

申請の時にお持ちいただくもの（４月２日受付開始）�
　入院する方の保険証を持って国保年金課⑥番窓口までお越しください。�

限度額認定証は、保険税滞納の無い方に交付されます�
　保険税を滞納している方は、これまでどおり窓口で医療費の３割�
（３歳未満は２割）を全額自己負担することとなります。�

■問国保年金課�○内２１４�

●自己負担分　　　医療費５０万円×自己負担割合３割＝１５万円�
●自己負担限度額　８０,１００円＋（５０万円－２６７,０００円）×１％＝８２,４３０円�

平成１９年３月まで�

●窓口負担�
　１５万円（自己負担分）�
●高額療養費�
自己負担分１５万円－限度額８２,
４３０円＝６７，５７０円が�
申請により後から支給されます�

平成１９年４月から�

●窓口負担�
　８２,４３０円（自己負担限度額）�
●高額療養費�
自己負担分１５万円－限度額８２,
４３０円＝６７，５７０円が�
国民健康保険から医療機関に支払われます�

雑　紙�

ざつがみ もリサイクル�
これらはリサイクルのできるざつがみの一部です。�

「資源」として出してください�


